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目的　 昨午度の大々|こおヽヽ T 、家政 学雑誌|こおけ;り研究課題を、科学技徐 分頻表（c  s

T)  を用ヽヽ て奇跡 レ、研冤､課題 の時代的変遷 の特徴 、およ･び零素枝術連瀾ド フヽヽ T 報告し

rﾐ。^ 回 の研 究は、家政辣術 の分杵 に用ヽヽ % ため孵芦1-作戒々れ、その有凧性 が魂認t  賎

仁CHB  を用ヽヽ て、研 究課題ド おける零素枝術 遠関を解明す■ ̂こY. 壱回的fc.すづ。

方去　 前報 に準r てインr ワシンアを行ヽヽ、その紐 簒を々類集計機/ヽe入六－を用ヽヽ T 集

計L  れ。生活植術|こっヽヽ t   は、小項目レベ･ﾚ での雰素技術漣 廓寮解明す^ とともiこ、瀋 屡

の所属機開別 の簾討も行った。

緯果　 ／）4:活技術 に関すら零奮技術 、特l--、 変物 、被服関佳は研 祀課題 芒多ヽヽため、

李 素技術t 多く忿現しており、中でも、物質雙品、物質－｡造Å の連濁l* 高く認 めら戦卜 。

z)  食物、被服 に聞する素材 の扱 ヽヽ方は. 生着技術lこ闇す% 零素しの連関 ・;tgt(. z 高く認

められ卜 が、CHE 生活技術 内で多少のかちょごりが見られ、更にCH  E I-改 良を加之､るヒ

同時 に、孝素技術連瀾 から、家政学卜 おけ§研だ の実慾を核討中であ%.


